
球
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る

な
か
、「
水
」
資
源
を
め
ぐ
る
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
が
熱
を
帯
び
て
き
た
。
世
界
各

地
の
深
刻
な
水
不
足
や「
安
全
な
水
」へ
の

ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
新
興
国
や

途
上
国
で
水
道
事
業
や
淡
水
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
へ
の
ニ
ー
ズ
が
急
速
に
高
ま
っ
て

い
る
た
め
だ
。

政
府
は
今
年
一
月
、
民
間
企
業
と
協
力

し
て
、
世
界
の「
水
」
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
に
本

格
参
入
す
る
た
め
、
官
民
連
携
の
推
進
協

議
会
を
設
立
し
た
。
深
刻
な
水
不
足
に

悩
む
発
展
途
上
国
へ
の
経
済
援
助
を
絡
め

て
、
日
本
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
進
出
を

積
極
的
に
後
押
し
て
い
く
方
針
だ
と
い
う
。

二
一
世
紀
は「
水
の
時
代
」
と
言
わ
れ
、

水
資
源
を
め
ぐ
る
世
界
市
場
は
急
拡
大

す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
水
資
源
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、
欧
州
企
業
が
世
界
市
場
の
大
半
を

お
さ
え
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
は
立
ち

遅
れ
て
い
た
だ
け
に
、
日
本
の「
水
」
産
業

を
新
た
な
輸
出
産
業
に
育
成
す
る
狙
い
も

あ
る
よ
う
だ
。

こ
の
協
議
会（「
海
外
水
循
環
シ
ス
テ
ム

協
議
会
」）に
は
、
日
立
製
作
所
な
ど
の
プ

ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
や
、水
処
理
膜
メ
ー
カ
ー
、

ゼ
ネ
コ
ン
、
商
社
な
ど
一
四
社
が
参
加
、
水

道
局
を
運
営
す
る
自
治
体
や
政
府
研
究

機
関
も
協
力
す
る
。
政
府
は
、
企
業
の
海

外
展
開
を
支
援
す
る
た
め
、
国
際
協
力
銀

行
の
融
資
や
途
上
国
の
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
O
D
A（
政
府
開
発
援
助
）供
与
を
検
討

す
る
一
方
、
海
外
で
モ
デ
ル
事
業
を
行
い
、

官
民
連
携
し
て
主
に
ア
ジ
ア
・
中
東
地
域

で
の
市
場
開
拓
を
目
指
す
と
い
う
。

水
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
と
並
ん
で
人

間
生
活
や
経
済
発
展
に
欠
か
せ
な
い
地
球

上
の
重
要
資
源
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

世
界
で
深
刻
な
水
不
足
に
あ
え
ぐ
国
は

三
〇
カ
国
、
安
全
な
水
を
得
ら
れ
な
い
人

口
は
一
一
億
人
に
上
る
。
途
上
国
の
人
口

増
や
工
業
化
の
進
展
で
水
の
汚
染
が
進

み
、
一
方
で
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
河

川
の
渇
水
や
砂
漠
化
が
進
む
な
ど
水
の
偏

在
も
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た「
水
」
を
め
ぐ
る
危
機
的
状

況（
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ス
ト
レ
ス
）は
、
貧
困
国

の
飢
餓
や
水
を
め
ぐ
る
紛
争
を
招
き
、
世

界
の
不
安
定
要
因
と
も
な
り
か
ね
な
い
。

地
球
規
模
の「
水
問
題
」の
解
決
に
日
本

企
業
が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
こ
と

は
、
目
に
見
え
る
国
際
貢
献
と
し
て
も
評

価
さ
れ
よ
う
。

た
だ
、
日
本
の「
水
」
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外

進
出
に
は
、い
く
つ
か
の
障
壁
も
あ
る
。
一

つ
は
、「
水
メ
ジ
ャ
ー
」と
呼
ば
れ
る
欧
州
三

大
企
業（
仏
ベ
オ
リ
ア
、
仏
ス
エ
ズ
、
英
テ

ム
ズ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
）が
世
界
の「
水
」
市
場

で
圧
倒
的
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
日
本
勢
の
参

入
が
難
し
い
こ
と
。
と
り
わ
け
、
今
後
の

主
要
な
成
長
市
場
と
さ
れ
る
途
上
国
の
上

下
水
道
事
業
の
分
野
で
は
、
メ
ジ
ャ
ー
の
壁

は
厚
い
。

水
ビ
ジ
ネ
ス
の
市
場
規
模
は
、
二
〇
二

五
年
に
は
一
〇
〇
兆
円
に
拡
大
す
る
見
込

み
だ
が
、
そ
の
大
半
は
水
道
事
業
の
運

営
・
管
理
業
務
と
さ
れ
る
。
し
か
も
、
途

上
国
の
上
下
水
道
事
業
は
今
や
民
営
化

が
主
流
と
な
り
、
国
際
機
関
の
途
上
国
向

け
援
助
も
民
営
化
を
融
資
条
件
と
し
て
い

る
。
早
く
か
ら
水
道
事
業
の
民
営
化
が
進

ん
だ
欧
州
で
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
豊

富
な
経
験
を
積
ん
で
き
た
メ
ジ
ャ
ー
の
世

界
市
場
で
の
競
争
優
位
は
揺
る
ぎ
そ
う
も

な
い
。と

は
い
え
、
日
本
企
業
に
も
メ
ジ
ャ
ー

に
十
分
対
抗
で
き
る
強
み
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
水
処
理
用
の
膜
技
術
で
は
、
日

本
企
業
の
技
術
力
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
、

世
界
市
場
の
約
六
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
、

淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
数
も
世
界
二
位

を
誇
る
。

ま
た
、
水
を「
循
環
す
る
資
源
」と
し
て

工
業
用
水
の
回
収
率
を
高
め（
再
生
水
）、

水
道
の
漏
水
率
を
一
割
以
下
に
抑
え
た

「
省
水
型
の
水
管
理
シ
ス
テ
ム
」
も
、
日
本

固
有
の
優
れ
た
技
術
力
と
言
え
る
。

今
後
は
、
日
本
の
こ
う
し
た
技
術
面
で

の
強
み
を
生
か
し
つ
つ
、
個
々
の
要
素
技

術
を
組
み
合
わ
せ
た
包
括
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
供
与
の
形
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
望

ま
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
府
の
途
上
国

援
助
や
技
術
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。

ま
た
、
日
本
が
劣
勢
な
上
下
水
道
事
業

な
ど
の
運
営
・
管
理
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
、
自
治
体
の
協
力
を
得
て
、
公
営
事
業

と
し
て
蓄
積
し
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
す
工
夫
も
必
要
だ
。
一
部
の
途
上
国
で

は
、
水
道
事
業
の
民
営
化
で
逆
に
料
金
が

高
く
な
り
、
住
民
の
反
発
で
失
敗
し
た
例

も
あ
る
。

世
界
の「
水
」
を
め
ぐ
る
危
機
的
な
状

況
を
、
単
に
ビ
ジ
ネ
ス
面
の
利
害
損
得
や

勝
ち
負
け
だ
け
で
捉
え
る
の
で
な
く
、
水

問
題
解
決
へ
日
本
が
官
民
あ
げ
て
協
力
し

て
い
く
形
の
日
本
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ
望

ま
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
環
境
産
業

と
し
て
の「
水
」ビ
ジ
ネ
ス
は
、
単
な
る「
水
」

商
売
に
終
わ
り
か
ね
な
い
。

「
水
」ビ
ジ
ネ
ス

地
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